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目
次 

 

口
絵 

目
次 

序 

１ 

本
書
「
第
一
部 

史
料
編
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て 

６ 

第
一
部 

史
料
編 

７ 

凡
例 

９ 

一 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
十
日
提
出
「
議
案
第
十
五
号 

応
召
兵
餞
別
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
三
八
三
三
） 

12 

二 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
十
一
日
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
十
一
日
条
（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

13 

三 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
『
御
大
典
経
費
予
算
書
』（
浅
羽
自
治
会
文
書
七
〇
九
） 

15 

四 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書
近
代
三
四
） 

17 

五 

（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
か
）
「
式
」（
結
婚
式
の
献
立
）（
桑
原
晴
雄
家
文
書
一
〇
五
） 

20 

六 

（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
か
）
「
献
立
」
（
結
婚
式
の
献
立
）
（
桑
原
晴
雄
家
文
書
一
〇
六
） 

23 

七 

（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
か
）
〔
結
婚
式
式
次
第
鉛
筆
書
き
メ
モ
〕（
桑
原
晴
雄
家
文
書
一
〇
七
） 

26 

八 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
『
婚
礼
式
目
』（
桑
原
晴
雄
家
文
書
一
〇
八
） 

29 

九 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
付
け
『
御
見
舞
受
納
帳
』
（
桑
原
晴
雄
家
文
書
一
一
二
） 
37 

一
〇 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
『
小
笠
郡
笠
原
村
岡
崎
倉
篁
鐵
翁
道
輪
居
士
追
福
献
燈
句
集
』（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書
近
代
一
一
二
） 

44 

一
一 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月
十
七
日
「
静
岡
県
知
事
訓
示
要
領
（
社
寺
に
関
す
る
諸
般
の
事
務
に
つ
き
）」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
三
三
〇
） 

49 

一
二 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
二
日
付
け
「
兵
第
一
三
〇
号 

神
社
例
祭
日
時
ノ
件
御
通
知
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
三
三
九
） 

50 

一
三 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
二
日
付
け
「
兵
第
一
三
一
号 

神
社
例
祭
執
行
日
時
決
定
通
知
相
成
度
ノ
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
三
四
〇
） 

51 



 

ii 

一
四 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
九
日
付
け
〔
十
二
所
神
社
大
祭
式
参
列
案
内
状
〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
三
四
四
） 

53 

一
五 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
二
十
四
日
付
け 

「
豊
徴
第
三
一
五
号 

戸
山
学
校
軍
楽
生
徒
志
願
者
書
類
袋
徴
兵
署
ニ
残
置
ノ
有
無
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
八
八
三
） 

54 

一
六 
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
二
十
七
日
付
け 

「
庶
第
五
四
七
号 

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日
ノ
事
件
ニ
付
官
国
幣
社
以
下
神
社
ニ
於
ケ
ル
祭
祀
執
行
ニ
関
ス
ル
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
三
一
三
） 

55 

一
七 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
八
月
十
四
日
付
け
「
庶
第
五
九
八
号 

神
社
ニ
於
ケ
ル
観
覧
施
設
調
査
ニ
関
ス
ル
件
回
答
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
三
一
二
） 

58 

一
八 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
九
月
十
三
日
付
け
〔
奉
斎
祠
授
与
に
つ
き
依
頼
〕（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
三
一
五
） 

61 

一
九 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
九
月
二
十
五
日
付
け
〔
帝
国
在
郷
軍
人
会
会
員
徽
章
箱
蓋
裏
書
〕（
大
角
惠
子
家
文
書
四
） 

63 

二
〇 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
十
一
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
11
社
第
三
五
八
号
」
（
農
繁
期
托
児
所
経
費
奨
励
金
）（
山
梨
役
場
文
書
四
六
一
五
） 

64 

二
一 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
四
月
八
日
付
け 

「
静
岡
県
指
令
社
教
第
一
三
二
号
」（
周
南
高
等
裁
縫
女
子
青
年
学
校
名
称
変
更
の
件
認
可
）（
山
梨
役
場
文
書
四
六
二
三
） 

65 

二
二 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
二
十
八
日
付
け
「
駆
虫
用
粉
煙
草
配
付
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

67 

二
三 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
三
十
一
日
付
け
「
昭
和
十
一
年
度
肥
料
需
給
状
況
調
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

68 

二
四 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
十
二
日
付
け
〔
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会
入
会
募
集
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

69 

二
五 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
二
十
六
日
付
け
〔
青
年
学
校
裁
縫
科
視
学
委
員
視
察
通
知
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

70 

二
六 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
十
日
「
昭
和
十
二
年
九
月
十
日
改
正 

電
車
・
バ
ス
時
刻
表
」（
足
立
順
司
氏
寄
贈
史
料
四
五
） 

71 

二
七 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
十
二
日
付
け
「
軍
用
大
麦
ノ
手
配
方
依
頼
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

75 

二
八 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
十
六
日
付
け 

「
庶
乙
第
四
四
〇
号 

満
州
農
業
移
民
協
議
会
並
活
動
写
真
映
写
会
開
催
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

76 

二
九 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
二
十
五
日
付
け 

「
農
第
六
九
号
（
臨
時
会
議
開
会
／
稲
作
改
善
施
設
実
施
ノ
件
・
果
樹
苗
木
共
同
購
入
ノ
件
・
軍
需
農
産
物
供
出
ノ
件
）
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

77 

三
〇 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
一
月
九
日
付
け
「
庶
乙
第
四
六
五
号 

国
民
精
神
作
興
週
間
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

78 

三
一 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
一
月
二
十
九
日
付
け
「
農
第
号
外 

兎
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

80 

三
二 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
四
日
付
け 

「
庶
乙
第
四
八
一
号 

一
時
醵
金
ニ
関
ス
ル
件
（
日
本
赤
十
字
社
静
岡
県
支
部
）」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

81 

三
三 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
七
日
付
け
「
供
出
兎
集
荷
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

83 

三
四 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
十
八
日
付
け
「
庶
乙
第
四
二
三
号 

清
潔
法
施
行
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

84 



iii 

三
五 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）「
日
蓮
上
人
御
降
誕
地
房
州
小
湊
参
詣
及
成
田
佐
倉
参
拝
東
京
遊
覧
会
員
大
募
集
」（
浅
羽
町
史
編
纂
時
収
集
史
料
） 

85 

三
六 

（
昭
和
十
二
年
〈
一
九
三
七
〉
頃
か
）「
自
力
案
（
静
岡
電
気
鐵
道
株
式
会
社
）」（
足
立
順
司
氏
寄
贈
史
料
五
一
） 

87 
三
七 
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
十
一
日
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
十
一
日
条
（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

97 

三
八 
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
十
四
日
付
け
「
役
牛
共
同
購
入
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

98 

三
九 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
十
二
日
付
け 

「
庶
乙
第
六
三
号 

分
会
總
会
並
ニ
婦
人
報
国
強
調
週
間
ニ
関
ス
ル
件
（
愛
国
婦
人
会
）
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

99 

四
〇 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
十
六
日
付
け 

「
庶
乙
第
八
六
号 

満
蒙
開
拓
少
年
義
勇
兵
見
送
リ
方
ニ
関
ス
ル
件
依
頼
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

101 

四
一 

（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
）
三
月
四
日
付
け
「
地
久
節
奉
祝
並
ニ
總
会
見
合
セ
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

102 

四
二 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
四
日
付
け
「
庶
乙
第
九
四
号 

臨
時
陸
軍
予
備
馬
貸
付
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

103 

四
三 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
二
十
八
日
付
け
「
農
第
／
号 

肥
料
ニ
関
ス
ル
協
議
会
開
会
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

104 

四
四 

年
月
日
不
明
「
堆
肥
者
」
（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
） 

105 

四
五 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
十
三
日
付
け 

「
農
第
二
八
号 

駆
虫
用
粉
煙
草
共
同
購
入
ノ
件
」
（
『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

106 

四
六 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
二
十
三
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
三
一
号 

恩
賜
財
団
済
生
会
主
催
活
動
写
真
会
ノ
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

107 

四
七 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
二
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
三
五
号 

春
季
清
潔
法
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

108 

四
八 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
二
十
五
日
付
け
「
蝿
取
紙
共
同
購
入
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

109 

四
九 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
二
十
八
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
六
二
号 

軍
事
郵
便
案
内
送
付
ノ
件
」
『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

110 

五
〇 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
三
十
日
付
け
「
農
第
五
一
号 

駆
虫
用
粉
煙
草
配
付
ノ
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

111 

五
一 

（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
五
月
頃
）
「
婦
人
会
出
席
者
（
紙
背
「
恩
賜
財
団
済
生
会
静
岡
県
支
部
資
金
募
集
同
情
活
動
写
真
会
開
催
の
趣
旨
」）」 

（
『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

112 

五
二 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
六
月
十
六
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
八
一
号 

重
油
配
付
方
ノ
件
（
マ
ラ
リ
ヤ
予
防
）」『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

114 

五
三 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
四
日
付
け
「
西
浅
羽
村
防
空
訓
練
実
施
要
綱
」（『
昭
和
拾
参
年
度 
参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

115 



 

iv 

五
四 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
八
月
二
十
三
日
付
け 

「
農
第
八
三
号 

稲
作
病
害
虫
一
斉
撲
滅
デ
ー
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

117 
五
五 
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
八
月
三
十
日
付
け
「
薬
剤
配
付
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

118 

五
六 
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
八
月
『
浅
羽
一
色
歴
史
調
』（
浅
羽
一
色
自
治
会
文
書
近
代
五
五
〇
） 

119 

五
七 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
十
七
日
付
け 

「
庶
乙
第
二
八
六
号
（
灯
火
管
制
用
電
灯
カ
バ
ー
）
」
『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

122 

五
八 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
二
十
一
日
付
け 

「
西
防
第
八
号 

防
空
訓
練
打
合
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

123 

五
九 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
『
ラ
ヂ
オ
の
お
す
ゝ
め
』（
丹
羽
岳
人
家
文
書
三―

一
三―

一
六
） 

124 

六
〇 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
十
日
付
け
〔
昭
和
十
三
年
度
神
官
大
麻
及
暦
頒
布
始
奉
告
祭
参
列
案
内
は
が
き
〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
五
一
〇
） 

127 

六
一 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
十
八
日
付
け
「
号
外 

干
甘
藷
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

129 

六
二 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
二
十
五
日
付
け
「
軍
兎
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

130 

六
三 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
二
月
一
日
付
け 

「
農
第
一
一
六
号 

酒
精
原
料
用
生
干
甘
藷
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

131 

六
四 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
二
月
二
十
日
付
け 

「
庶
乙
第
四
一
三
号 

秋
季
清
潔
法
施
行
ノ
件
」
（
『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

132 

六
五 

（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
）
〔
ラ
ヂ
オ
関
係
書
類
貼
紙
〕
（
紙
背 

肥
料
配
給
制
度
に
つ
い
て
メ
モ
）（
丹
羽
岳
人
家
文
書
三―

一
三―

一
） 

133 

六
六 

（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
）
「
挙
っ
て
国
防 

揃
っ
て
ラ
ヂ
オ
」（
丹
羽
岳
人
家
文
書
三―

一
三―

一
二
） 

134 

六
七 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）〔
千
人
針
腹
巻
墨
書
〕
（
二
〇
一
三
年
七
月
金
原
勤
氏
寄
贈
史
料
） 

137 

六
八 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
六
日
付
け
「
牛
馬
耕
伝
習
会
開
催
ノ
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

138 

六
九 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
二
十
日
発
行
『
ラ
ヂ
オ
案
内
』（
丹
羽
岳
人
家
文
書
三―

一
三―

一
五
） 

139 

七
〇 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
二
十
一
日
付
け
「
農
第
一
一
号 

軍
用
兎
供
出
ノ
件
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
） 

160 

七
一 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
二
十
日
付
け
「
西
農
第
五
八
号 

紫
雲
英
種
子
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

161 

七
二 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
二
十
一
日
付
け 

「
西
農
第
六
〇
号 

肥
料
配
給
並
施
肥
改
善
ニ
関
ス
ル
講
演
会
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

162 

七
三 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
七
日
付
け 

「
庶
乙
第
二
〇
〇
号
（
天
皇
陛
下
伊
勢
神
宮
親
拝
の
時
刻
に
全
国
民
一
斉
遙
拝
）
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

163 



v 

七
四 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
十
三
日
付
け
「
号
外 

駆
虫
用
粉
煙
草
追
加
配
布
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

164 

七
五 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
二
十
二
日
付
け
「
西
農
第
七
九
号 

硫
酸
ニ
コ
チ
ン
配
付
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

165 
七
六 
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
二
十
四
日
付
け
「
西
農
第
八
一
号 

畜
力
除
草
講
習
会
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

166 

七
七 
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
二
十
八
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
二
一
号 

「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
募
集
方
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

167 

七
八 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
七
月
十
八
日
付
け
「
黒
砂
糖
配
付
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

168 

七
九 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
六
～
七
月
頃
）「
「
ラ
ヂ
ヲ
」
加
入
者
募
集
結
果
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

169 

八
〇 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
五
日
付
け
〔
病
室
写
真
裏
書
〕（
大
角
惠
子
家
文
書
八
） 

170 

八
一 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
十
日
付
け
「
周
氏
第
五
号 

聖
地
参
拝
ニ
関
ス
ル
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
三
九
二
） 

171 

八
二 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
二
十
三
日
付
け
「「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
協
議
会
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

174 

八
三 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
六
日
付
け
「
西
農
第
一
三
三
号 

浮
塵
子
駆
除
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

175 

八
四 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
九
日
付
け
「
軍
需
用
鬚
延
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

176 

八
五 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
十
一
日
付
け
〔
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
案
内
〕（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

五
） 

177 

八
六 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
十
一
日
付
け
〔
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
案
内
及
び
注
意
事
項
〕（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

一
二
） 

178 

八
七 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
五
日
付
け
「
蚊
帳
釣
環
献
納
運
動
ニ
関
ス
ル
協
議
会
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

182 

八
八 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
三
十
日
付
け
「
庶
乙
第
三
一
七
号 

虫
害
免
租
申
請
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

183 

八
九 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
三
十
日
消
印
〔
封
筒
（
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
関
係
）
〕（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

一
） 

184 

九
〇 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
九
月―

十
月
頃
）
「
砂
糖
配
給
ノ
件
御
依
頼
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

187 

九
一 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
一
日
付
け
〔
明
治
節
拝
賀
式
挙
行
案
内
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

189 

九
二 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
四
日
付
け
「
俵
装
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

1
90 

九
三 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
十
日
付
け
「
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
参
列
証
」（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

四
） 

191 

九
四 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
十
一
日
付
け
「
周
第
二
六
号 

新
穀
感
謝
祭
挙
行
ニ
関
ス
ル
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
三
九
九
） 

193 

九
五 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
十
一
日
付
け
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
参
列
証
」（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

二
） 

194 

九
六 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
十
一
月
十
一
日
）
〔
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
徽
章
〕（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

三
） 

196 

九
七 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
二
十
六
日
付
け
〔
西
浅
羽
村
招
魂
祭
執
行
通
知
〕
（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

197 

九
八 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
十
日
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
十
日
条
（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

198 

九
九 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
十
六
日
付
け
「
庶
乙
第
三
六
〇
号
（
割
烹
着
販
売
）」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

201 



 

vi 

一
〇
〇 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
二
十
一
日
付
け
「
庶
乙
第
一
六
六
号
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
七
一
） 

202 

一
〇
一 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
二
十
七
日
付
け 

「
兵
第
二
四
四
八
号 

官
国
幣
社
以
下
神
社
昭
和
十
六
年
歳
旦
祭
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
四
〇
二
） 

203 

一
〇
二 
（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
）
「
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
次
第
及
参
列
者
心
得
」（
抄
）（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

六
） 

205 

一
〇
三 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
）
「
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
念
電
車
優
待
乗
車
券
」（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

七
） 

211 

一
〇
四 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
）
「
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
参
列
者 

鐵
道
乗
車
証
」（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

八
） 

2
13 

一
〇
五 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
）
「
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
参
列
者
乗
車
列
車
指
定
」（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

九
） 

215 

一
〇
六 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
）
「
宿
舎
注
意
事
項
」
（
浅
羽
一
芳
氏
寄
贈
史
料
二―

一―

一
三
） 

217 

一
〇
七 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
六
日
付
け 

「
兵
第
七
号 

入
営
応
召
者
ノ
為
メ
入
隊
ノ
際
ニ
於
ケ
ル
父
兄
付
添
人
廃
止
ノ
件
通
知
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
九
五
四
） 

219 

一
〇
八 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
六
日
付
け
「
兵
第
八
号 

帰
還
軍
人
出
迎
ヘ
ノ
際
ノ
駅
ホ
ー
ム
入
場
ニ
関
ス
ル
件
通
知
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
九
五
三
） 

222 

一
〇
九 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
一
日
付
け
「
一
五
兵
第
二
四
二
二
号 

浦
安
舞
奉
奏
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
五
三
〇
） 

224 

一
一
〇 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
四
日
付
け
「
兵
号
外 

慰
安
観
覧
券
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
九
六
二
） 

226 

一
一
一 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
六
日
「
生
活
新
体
制
実
践
要
項
」（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書
近
代
一
一
） 

230 

一
一
二 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
二
十
一
日
付
け
「
兵
号
外 

慰
安
観
劇
会
開
催
ノ
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
九
七
一
） 

233 

一
一
三 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
二
十
七
日
付
け
「
兵
第
五
一
号 

慰
問
雑
誌
「
ふ
る
さ
と
」
原
稿
募
集
方
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
九
七
五
） 

235 

一
一
四 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
二
月
二
十
三
日
付
け
「
受
診
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

239 

一
一
五 

（
昭
和
十
六
年
〈
一
九
四
一
〉
）
三
月
一
日
付
け
〔
西
浅
羽
尋
常
高
等
小
学
校
母
姉
会
・
父
兄
会
開
催
通
知
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

240 

一
一
六 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
三
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
軍
第
七
六
号
（
軍
人
援
護
事
業
農
繁
期
託
児
所
助
成
）
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
五
七
） 

241 

一
一
七 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
十
五
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
軍
第
八
八
号
（
銃
後
奉
公
会
助
成
金
交
付
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
五
八
） 

242 

一
一
八 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
二
十
二
日
付
け
「
セ
リ
売
ノ
件
御
依
頼
（
旧
隔
離
病
舎
敷
地
内
松
立
木
）」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
） 

244 

一
一
九 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
二
十
五
日
付
け
「
送
辞
」（
山
梨
裁
縫
女
学
校
文
書
四
） 

245 

一
二
〇 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
三
十
一
日
付
け 

「
静
岡
県
指
令
農
第
五
四
五
号
（
農
林
計
画
ニ
関
ス
ル
経
済
更
生
委
員
会
ニ
対
ス
ル
助
成
金
交
付
）
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
五
九
） 

248 

一
二
一 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
五
月
二
日
付
け
「
名
師
獣
発
第
三
五
四
号 

馬
匹
調
査
ノ
件
照
会
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
四
五―

一
） 

250 

一
二
二 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
五
月
十
五
日
付
け
「
兵
第
五
七
四
号 

馬
匹
調
査
ノ
件
照
会
回
答
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
四
五―

二
） 

252 

一
二
三 

（
昭
和
十
六
年
〈
一
九
四
一
〉
）
五
月
二
十
四
日
付
け
「
臨
時
種
痘
施
行
ニ
付
オ
知
ラ
セ
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
七
二
） 

254 



vii 

一
二
四 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
十
一
日
付
け
「
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
募
集
用
ポ
ス
タ
ー
及
栞
送
付
ノ
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
五
四
） 

255 

一
二
五 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
十
二
日
消
印
〔
忠
霊
塔
建
設
有
無
調
査
〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
五
五
） 

257 
一
二
六 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
十
四
日
消
印
〔
健
全
娯
楽
日
本
精
神
昂
揚
映
画
会
開
催
案
内
〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
五
六
） 

259 

一
二
七 
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
二
十
六
日
～
七
月
二
日 

〔
支
那
事
変
四
周
年
記
念
慰
霊
祭
並
ニ
講
演
会
及
帰
還
奉
告
祭
・
慰
労
金
贈
呈
式
通
知
〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
六
四
） 

262 

一
二
八 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
日
付
け 

「
兵
第
七
七
九
号 
前
線
慰
問
用
雑
誌
新
聞
等
調
査
ニ
関
ス
ル
件
照
会
回
答
（
付
通
牒
照
会
）」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
七
二
） 

267 

一
二
九 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
五
日
付
け 

「
兵
第
三
三
二
号 

前
線
慰
問
誌
「
ふ
る
さ
と
」
第
四
輯
原
稿
募
集
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
七
四
） 

270 

一
三
〇 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
十
二
日
付
け
「
静
聯
第
三
九
七
号 

時
局
ニ
伴
フ
防
諜
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
八
〇
） 

275 

一
三
一 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
十
二
日
付
け
〔
袋
井
駅
構
内
入
場
制
限
伝
達
依
頼
〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
八
一
） 

283 

一
三
二 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
十
五
日
付
け 

「
静
聯
第
四
〇
三
号 

応
召
入
退
栄
並
ニ
部
隊
ノ
派
遣
帰
還
等
ニ
際
シ
迎
送
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
八
五
） 

284 

一
三
三 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
十
七
日
付
け
「
兵
第
八
三
一
号 

軍
隊
手
牒
ニ
履
歴
事
項
記
載
相
成
度
ノ
件
依
頼
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
八
六
） 

286 

一
三
四 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
日
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
日
条
（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

287 

一
三
五 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
一
日
付
け
「
兵
秘
第
十
号 

時
局
ニ
伴
フ
防
諜
措
置
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
九
〇
） 

288 

一
三
六 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
一
日
付
け 

「
兵
第
八
五
〇
号 

陸
軍
幼
年
学
校
志
願
者
心
得
書
並
志
願
票
下
附
相
成
度
之
件
依
頼
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
九
一
） 

292 

一
三
七 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
一
日
付
け 

〔
「
磐
防
第
四
〇
四
号 

防
空
実
施
計
画
送
付
ノ
件
」
及
び
「
兵
第
八
四
八
号 
受
領
証
」〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
九
二
） 

293 

一
三
八 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
三
日
付
け 

「
兵
第
八
五
七
号 

防
空
並
瓦
斯
ニ
関
ス
ル
御
講
演
相
賜
度
ノ
件
依
頼
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
九
六
） 

296 

一
三
九 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
五
日
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
二
十
五
日
条
（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

298 

一
四
〇 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
〔
防
諜
措
置
関
係
書
類
綴
〕（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
〇
八
二
） 

299 

一
四
一 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
五
日
付
け
「
面
会
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
一
一
七
） 

308 

一
四
二 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
十
一
日
付
け 

「
静
岡
県
公
報 

第
四
千
三
百
六
号 

兵
第
一
〇
七
〇
号 

記
念
艦
三
笠
一
般
観
覧
公
開
ノ
件
通
牒
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
一
一
八
） 

309 



 

viii 

一
四
三 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
十
三
日
付
け 

「
静
岡
県
公
報 

第
四
千
三
百
九
号 

模
型
航
空
機
製
作
講
習
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
一
二
〇
） 

312 
一
四
四 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
二
十
七
日
付
け
「
兵
第
九
八
六
号 

薬
剤
師
免
許
証
下
附
届
送
付
之
件
」
（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
一
三
五
） 

315 

一
四
五 
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
十
日
付
け 

「
静
聯
第
五
一
九
号 

在
郷
軍
人
応
召
ノ
際
ニ
於
ケ
ル
服
装
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
一
四
三
） 

318 

一
四
六 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
十
一
日
付
け
「
兵
第
四
七
七
号 

第
二
回
航
空
日
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
一
四
四
） 

320 

一
四
七 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
十
一
日
付
け
「
西
農
第
一
六
七
号 

紫
雲
英
種
子
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

325 

一
四
八 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
十
三
日
付
け
「
西
農
第
一
六
八
号 

罌
粟
栽
培
講
演
会
開
催
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

326 

一
四
九 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
十
七
日
付
け
「
兵
第
一
〇
四
一
号 

矮
鶏
所
有
者
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
二
六
〇
一
） 

327 

一
五
〇 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
一
日
付
け
〔
西
浅
羽
村
招
魂
祭
執
行
通
知
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

329 

一
五
一 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
六
日
付
け
「
国
婦
静
第
一
一
五
号 

聖
業
完
遂
祈
願
式
挙
行
ノ
件
通
牒
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
六
一
四
） 

330 

一
五
二 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
六
日
付
け 

「
庶
乙
第
四
一
一
号 

靖
国
神
社
臨
時
大
祭
ニ
際
シ
国
民
黙
祷
ノ
時
間
設
定
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

331 

一
五
三 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
二
十
五
日
付
け 

〔
陸
軍
中
佐
増
山
藤
平
西
浅
羽
村
立
青
年
学
校
教
練
科
査
閲
に
つ
き
桑
原
太
代
治
宛
依
頼
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

332 

一
五
四 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
二
十
五
日
付
け 

〔
陸
軍
中
佐
増
山
藤
平
西
浅
羽
村
立
青
年
学
校
教
練
科
査
閲
に
つ
き
桑
原
ま
き
子
宛
依
頼
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

333 

一
五
五 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
二
十
九
日
付
け 

〔
西
浅
羽
村
国
民
学
校
・
青
年
団
聯
合
陸
上
運
動
会
開
催
案
内
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

334 

一
五
六 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
一
月
一
日
付
け
〔
明
治
節
挙
行
通
知
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

335 

一
五
七 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
一
月
十
日
付
け
「
庶
乙
号
外 

軍
事
講
演
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

336 

一
五
八 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
付
け
「
西
農
第
二
〇
九
号 

甘
藷
代
金
受
領
方
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

337 

一
五
九 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
付
け
「
静
岡
県
訓
令
第
四
九
〇
号
（
付
官
報
号
外
宣
戦
ノ
大
詔
他
）」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
一
二
一
七
） 

338 

一
六
〇 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
付
け
〔
米
国
及
英
国
ニ
対
ス
ル
宣
戦
ノ
詔
書
写
〕（
海
野
家
文
書
一
七
七
） 

344 

一
六
一 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
九
日
付
け 

「
兵
号
外 

昭
和
十
五
年
紀
元
節
祭
並
ニ
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
当
日
行
ハ
レ
タ
ル
祭
典
ニ
奉
仕
シ
タ
ル
宮
・
国
幣
社
以
下
神
社
ノ
神
職
ニ
関
ス
ル
件
」 

（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
六
三
一
） 

346 



ix 

一
六
二 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
十
三
日
付
け 

〔
名
古
屋
第
二
陸
軍
病
院
職
業
準
備
教
育
事
務
室
よ
り
豆
類
寄
贈
依
頼
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

347 
一
六
三 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
二
十
七
日
付
け
「
西
農
第
二
四
〇
号 

生
兎
出
荷
日
割
決
定
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

348 

一
六
四 
成
紀
七
三
六
年
（
一
九
四
一
）
付
け
〔
刺
繍
〕
（
大
角
惠
子
家
文
書
三
） 

349 

一
六
五 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
七
日
付
け
「
庶
乙
第
五
号 

村
常
会
及
部
落
常
会
日
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

350 

一
六
六 

（
昭
和
十
六
年
〈
一
九
四
一
〉
十
二
月
九
日
ま
た
は
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
一
月
九
日
） 

〔
隣
保
班
ラ
ジ
オ
常
会
開
催
通
知
〕（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

352 

一
六
七 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
日
付
け
「
西
農
第
一
〇
号 

軍
用
兎
出
荷
日
割
通
知
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

353 

一
六
八 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
日
付
け
「
西
農
第
一
一
号 

蕃
椒
配
給
統
制
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

354 

一
六
九 

成
紀
七
三
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
日
付
け
「
感
謝
文
」（
大
角
惠
子
家
文
書
一
） 

355 

一
七
〇 

年
月
日
不
明
（
一
九
四
二
年
こ
ろ
）〔
刺
繍
〕（
大
角
惠
子
家
文
書
六
） 

356 

一
七
一 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
六
日
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
六
日
条
（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

357 

一
七
二 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
月
三
日
付
け
「
庶
乙
第
二
四
号 

戦
捷
祝
賀
行
事
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

359 

一
七
三 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
月
四
日
付
け
「
西
農
第
四
一
号 

軍
用
兎
出
荷
日
割
通
知
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

360 

一
七
四 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
月
十
八
日
付
け 

「
静
岡
県
指
令
統
第
八
六
号
（
昭
和
十
六
年
度
市
町
村
金
属
保
有
状
況
調
査
費
補
助
金
交
付
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
六
一
） 

361 

一
七
五 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
農
第
七
四
号 

軍
用
兎
集
荷
日
割
通
知
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

362 

一
七
六 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
二
十
八
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
振
第
二
七
号
（
民
間
金
属
類
特
別
回
収
諸
費
補
助
金
交
付
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
六
四
） 

363 

一
七
七 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
一
日
付
け
「
西
農
第
九
一
号 
緑
肥
大
豆
種
子
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

364 

一
七
八 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
六
日
付
け
「
西
農
第
九
四
号 

軍
用
兎
集
荷
日
割
ニ
関
ス
ル
件
通
知
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
） 

365 

一
七
九 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
二
十
一
日
付
け
「
庶
乙
第
一
六
四
号 
農
繁
期
栄
養
食
共
同
炊
事
指
導
者
講
習
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」 

（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―
二
の
内
） 

366 

一
八
〇 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
一
日
付
け 

「
西
農
第
一
二
三
号 

石
油
空
缶
御
提
出
方
依
頼
ノ
件
」
（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

367 

一
八
一 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
二
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
七
五
号 

春
季
清
潔
法
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

368 

一
八
二 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
五
日
付
け 



 

x 

「
預
リ
証
（
石
油
空
缶
九
升
）
」
（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

369 

一
八
三 

（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
）
五
月
九
日
付
け 

「
西
農
第
一
四
二
号 

豚
丹
毒
予
防
注
射
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

370 

一
八
四 
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
十
六
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
九
二
号 

チ
ブ
ス
予
防
注
射
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

371 

一
八
五 

（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
五
月
二
十
四
日
） 

〔
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
に
つ
き
通
達
依
頼
〕
（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

372 

一
八
六 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
二
十
五
日
付
け 

〔
帰
郷
軍
人
講
習
並
に
座
談
会
案
内
〕
（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

373 

一
八
七 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
三
十
一
日
付
け 

「
達
第
六
八
〇
号
（
昭
和
十
七
年
度
生
活
必
需
品
切
符
制
実
施
費
国
庫
補
助
金
交
付
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
六
八
） 

374 

一
八
八 

（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
六
月
一
日
以
前
） 

〔
出
征
軍
人
遺
家
族
慰
問
ノ
夕
開
催
通
知
〕
（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

375 

一
八
九 

（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
五
月
頃
）
「
御
通
知
ノ
件
（
化
粧
石
鹸
・
御
菓
子
公
平
販
売
、
チ
ブ
ス
予
防
注
射
に
つ
い
て
）」 

（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

376 

一
九
〇 

（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
五
月
頃
） 

「
チ
ブ
ス
予
防
注
射 

五
月
二
十
四
日
施
行
」（
『
昭
和
十
七
年
度 
昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

377 

一
九
一 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
四
日
付
け 

「
西
農
第
一
七
一
号 

馬
鈴
薯
ノ
出
荷
日
割
決
定
通
知
ノ
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

379 

一
九
二 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
五
日
付
け 

「
西
農
第
一
七
二
号 

苗
代
田
害
虫
駆
除
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 
昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

380 

一
九
三 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
六
日
付
け 

「
西
農
第
一
七
五
号 

馬
鈴
薯
出
荷
日
変
更
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

381 

一
九
四 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
八
日
付
け 

「
至
急
御
願
ヒ
ノ
件
（
配
給
関
係
調
査
依
頼
）」
（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

382 

一
九
五 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
九
日
付
け 

「
号
外 

馬
鈴
薯
出
荷
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

383 
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一
九
六 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
十
五
日
付
け 

「
号
外 

苗
代
害
虫
駆
除
第
一
回
期
日
変
更
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

384 
一
九
七 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
二
十
三
日
付
け 

「
庶
乙
第
二
四
六
号 

託
児
所
ノ
児
童
出
席
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
） 

385 

一
九
八 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
七
月
二
十
八
日
付
け
「
教
第
一
三
一
三
号 

明
治
天
皇
式
年
祭
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
四
八
一
一
） 

386 

一
九
九 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
八
月
二
十
二
日
付
け
「
周
氏
第
一
二
号 

總
会
出
席
者
出
張
乗
車
時
刻
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
二
四
三
四
） 

387 

二
〇
〇 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
月
七
日
付
け
「
職
第
八
一
一
号 

国
民
学
校
職
員
ノ
県
内
工
場
事
業
場
見
学
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
四
八
一
五
） 

388 

二
〇
一 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
十
五
日
『
梵
鐘
、
半
鐘
、
并
鐘
銘
文
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
二
四
／
西
楽
寺
所
蔵
） 

390 

二
〇
二 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
二
十
二
日
付
け
「
社
寺
第
一
五
号 

大
東
亜
戦
争
完
遂
祈
願
祭
ノ
件
通
知
」（
山
梨
役
場
文
書
二
四
四
九
） 

394 

二
〇
三 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
三
日
付
け
「
兵
第
壱
九
号 

郷
社
祈
年
祭
ノ
件
通
牒
」（
山
梨
役
場
文
書
二
四
五
五
） 

397 

二
〇
四 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
十
六
日
付
け
「
社
寺
第
一
六
号 

境
内
木
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
二
四
六
四
） 

398 

二
〇
五 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
日
付
け
「
防
第
一
、
三
三
六
号 

警
防
団
国
庫
補
助
ニ
関
ス
ル
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
七
二
） 

399 

二
〇
六 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
振
第
三
〇
三
号
（
市
町
村
吏
員
の
戦
時
勤
勉
手
当
）
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
七
三
） 

401 

二
〇
七 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
一
日
付
け 

「
教
第
一
九
五
九
号 

昭
和
十
七
年
度
国
民
学
校
及
市
町
村
立
青
年
学
校
教
員
ニ
対
ス
ル
戦
時
勤
勉
手
当
補
助
金
交
付
ニ
関
ス
ル
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
七
六
） 

402 

二
〇
八 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
一
日
付
け
「
達
第
五
九
九
号
（
昭
和
十
七
年
度
体
力
章
検
定
費
補
助
金
交
付
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
七
七
） 

403 

二
〇
九 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
一
日
付
け 

「
静
岡
県
指
令
振
第
一
、
四
五
八
号
（
金
属
特
別
回
収
物
件
除
外
認
定
／
梵
鐘
除
外
）」（
山
梨
役
場
文
書
二
四
六
六
） 

404 

二
一
〇 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
五
日
付
け 

「
西
警
号
外 

防
空
警
報
伝
達
信
号
改
正
ニ
関
ス
ル
依
命
通
牒
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

405 

二
一
一 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
十
二
日
付
け
「
チ
ブ
ス
予
防
注
射
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

408 

二
一
二 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
十
八
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
七
七
号 

婦
人
会
員
ニ
対
ス
ル
軍
事
訓
練
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

409 

二
一
三 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
二
十
日
付
け 

「
西
農
第
一
四
四
号 

軍
用
兎
集
荷
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

410 

二
一
四 

（
昭
和
十
八
年
〈
一
九
四
三
〉
五
月
頃
か
）「
大
日
本
婦
人
会
々
歌
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

411 

二
一
五 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
六
月
五
日
付
け
「
醤
油
配
給
ニ
関
シ
御
調
査
依
頼
ノ
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

413 



 

xii 

二
一
六 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
六
月
五
日
付
け 

「
太
田
川
・
原
野
谷
川
堤
防
敷
地
ニ
栽
培
ノ
作
物
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

414 
二
一
七 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
六
月
十
九
日
付
け 

「
庶
乙
第
二
三
七
号 

託
児
所
開
設
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

415 

二
一
八 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
七
月
三
十
日
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
七
月
三
十
日
条
（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

416 

二
一
九 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
四
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
周
總
第
三
二
六
号
（
市
町
村
職
員
戦
時
勤
勉
手
当
）
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
七
九
） 

417 

二
二
〇 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
十
日
付
け
「
燻
蒸
施
行
ノ
件
（
保
有
米
倉
庫
）
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

418 

二
二
一 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
十
一
日
付
け 

「
西
農
第
二
二
三
号 

紫
雲
英
種
子
購
入
申
込
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

419 

二
二
二 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
十
八
日
付
け 

「
西
農
第
二
二
九
号 

紫
雲
英
種
子
配
付
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

420 

二
二
三 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
二
十
三
日
付
け 

「
西
農
第
二
三
六
号 

家
兎
飼
育
調
査
依
頼
ノ
件
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

421 

二
二
四 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
二
十
五
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
商
第
八
三
号
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
九
八
〇
） 

424 

二
二
五 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
九
月
七
日
付
け 

「
庶
乙
第
二
九
七
号 

防
空
演
習
打
合
セ
会
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

425 

二
二
六 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
月
三
日
付
け 

「
振
第
一
、
八
〇
四
号 

宣
戦
布
告
二
周
年
ニ
付
官
国
幣
社
以
下
神
社
ニ
於
テ
祈
願
祭
執
行
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
一
二
） 

426 

二
二
七 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
〔
昭
和
拾
八
年
度 

衣
料
切
符
（
乙
）〕（
抄
）（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書
近
代
一
三
） 

428 

二
二
八 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
「
藁
工
品
ハ
兵
器
ナ
リ
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

430 

二
二
九 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
）
三
月
十
三
日
付
け 

「
乳
児
用
殻
粉
ノ
配
給
実
施
ノ
御
知
ラ
セ
」
（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
） 

432 

二
三
〇 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
十
八
日
付
け 

「
庶
乙
第
八
八
号 

家
庭
用
飯
米
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

433 

二
三
一 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
十
九
日
付
け 

「
庶
乙
第
九
〇
号 

予
防
薬
ベ
テ
ロ
ゲ
ン
購
入
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

435 

二
三
二 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
）
四
月
十
九
日
付
け
「
中
雛
配
給
ノ
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

436 



xiii 

二
三
三 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
二
十
日
付
け 

「
西
農
第
八
四
号 

麦
類
病
害
防
除
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

437 
二
三
四 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
二
十
八
日
付
け 

「
昭
和
十
九
年
度
種
痘
通
知
方
依
頼
ノ
件
」
（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

438 

二
三
五 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
二
十
八
日
付
け 

「
統
号
外 
家
畜
生
産
及
斃
死
頭
数
調
査
依
頼
ノ
件
」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

439 

二
三
六 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
一
日
付
け 

「
映
画
会
開
催
ノ
件
（
乳
牛
奨
励
映
画
）
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

440 

二
三
七 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
六
日
付
け 

「
号
外 

罌
粟
（
阿
片
）
採
取
実
施
講
習
会
開
催
ノ
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

441 

二
三
八 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
）
五
月
八
日
以
前
「
大
詔
奉
戴
日
通
達
事
項
」
（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

442 

二
三
九 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
八
日
付
け 

「
西
農
第
九
九
号 

肥
料
海
老
購
入
希
望
照
会
ノ
件
」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

444 

二
四
〇 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
八
日
付
け 

〔
ビ
ー
ル
配
給
に
伴
う
瓶
回
収
に
つ
き
依
頼
〕（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

445 

二
四
一 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
十
八
日
付
け 

「
農
繁
期
共
同
炊
事
並
託
児
所
ニ
付
打
合
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

446 

二
四
二 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
二
十
六
日
付
け 

「
西
農
第
一
一
八
号 

堆
肥
増
産
運
動
懸
賞
抽
箋
結
果
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

447 

二
四
三 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
二
十
九
日
付
け 

「
西
農
第
一
二
〇
号 

捕
虫
網
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

448 

二
四
四 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
三
十
日
付
け
「
種
痘
済
証
配
布
方
依
頼
ノ
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

449 

二
四
五 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
三
十
一
日
付
け
「
家
の
光
雑
誌
ノ
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

450 

二
四
六 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
六
月
三
日
） 

〔
明
野
飛
行
学
校
袖
浦
分
校
か
ら
西
浅
羽
村
へ
依
頼
の
藁
布
団
用
藁
註
文
に
つ
き
〕（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

451 

二
四
七 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
五
日
付
け 

「
西
農
号
外 

軍
用
兎
供
出
日
割
通
知
ノ
件
」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

452 
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二
四
八 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
十
三
日
付
け 

「
西
農
第
一
二
四
号 

苗
代
害
虫
駆
除
ニ
関
ス
ル
件
」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

453 
二
四
九 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
十
六
日
付
け 

「
庶
号
外
（
警
戒
管
制
中
の
屋
外
に
於
け
る
焚
火
は
絶
対
禁
止
）」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

454 

二
五
〇 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
十
五
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
三
三
号 

雨
乞
ヒ
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

455 

二
五
一 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
十
五
日
付
け 

「
庶
乙
第
一
三
□
□ 
雨
乞
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

456 

二
五
二 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
十
六
日
付
け 

「
振
秘
第
五
七
号 

官
国
幣
社
以
下
神
社
ニ
於
ケ
ル
国
威
ノ
宣
揚
祈
願
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
三
一
） 

457 

二
五
三 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
十
九
日
付
け
「
庶
第
七
六
七
号 

国
威
宣
揚
祈
願
ニ
関
ス
ル
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
三
二
） 

459 

二
五
四 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
三
十
一
日
付
け 

「
海
軍
思
想
普
及
講
演
会
及
映
画
会
ノ
件
」
（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

460 

二
五
五 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
十
日
付
け 

「
西
農
第
一
六
〇
号 

家
畜
ノ
密
殺
防
止
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

461 

二
五
六 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
八
月
頃
）「
幌
蚊
帳
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

462 

二
五
七 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
）
九
月
六
日
付
け 

「
西
農
号
外 

罌
粟
刀
代
金
ニ
関
ス
ル
件
」
（『
昭
和
二
十
年
四
月 
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

463 

二
五
八 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
二
十
日
付
け 

「
藁
工
品
夏
季
特
別
増
産
激
励
打
合
会
并
ニ
慰
問
演
芸
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

464 

二
五
九 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
二
十
一
日
付
け 

「
聖
旨
奉
戴
戦
力
充
実
運
動
現
地
慰
問
激
励
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

466 

二
六
〇 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
二
十
九
日
付
け 

「
林
檎
配
給
ノ
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

467 

二
六
一 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
七
日
付
け 

「
袋
井
座
ニ
於
ケ
ル
慰
問
演
芸
会
無
期
延
期
ノ
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
） 

468 

二
六
二 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
十
六
日
付
け 
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〔
磐
田
郡
翼
賛
壮
年
団
食
糧
増
産
幻
灯
会
〕
（『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

469 

二
六
三 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
四
日
付
け 

「
西
配
第
五
号 

一
般
家
庭
用
ミ
シ
ン
登
録
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

470 

二
六
四 
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
四
日
付
け
〔
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
静
岡
地
方
式
典
挙
行
の
礼
状
〕（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
三
五
） 

471 

二
六
五 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
五
日
付
け 

「
蒟
蒻
薯
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

472 

二
六
六 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
七
日
付
け
「
天
魔
波
旬
の
米
英
降
伏
大
祈
願
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
六
九
五
） 

473 

二
六
七 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
付
け 

「
隣
組
回
覧
板 

米
鬼
撃
滅
の
た
め
一
億
防
諜
總
武
装
!!
」（『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

475 

二
六
八 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
十
月
頃
か
） 

「
隣
組
回
覧
盤
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

478 

二
六
九 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
九
月―

十
月
頃
） 

「
オ
シ
メ
カ
バ
ー
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

480 

二
七
〇 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
一
月
二
十
二
日
付
け 

「
庶
第
一
三
一
〇
号 

銀
及
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
回
収
ニ
関
ス
ル
件
（
紙
背
に
各
神
社
氏
子
総
代
宛
米
英
撃
摧
祈
願
に
関
す
る
通
知
の
下
書
き
あ
り
）」 

（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
三
七
） 

482 

二
七
一 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
一
日
付
け 

「
地
第
六
〇
一
号 

宣
戦
布
告
三
周
年
ニ
付
官
国
幣
社
以
下
神
社
ニ
於
テ
米
英
撃
摧
必
勝
祈
願
際
執
行
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
三
八
） 

484 

二
七
二 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
二
日
付
け
「
大
静
練
第
一
七
五
号 

一
億
憤
激
米
英
撃
摧
祈
願
ニ
関
ス
ル
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
三
九
） 

486 

二
七
三 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
五
日
付
け
「
庶
第
一
三
五
八
号 
米
英
撃
摧
祈
願
祭
執
行
ノ
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
四
〇
） 

491 

二
七
四 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日 

『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
条
（
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
）（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

494 

二
七
五 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
付
け
〔
大
東
亜
戦
争
三
週
年
米
英
撃
摧
祈
願
祭
玉
串
奉
献
に
つ
き
〕（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
四
二
） 

495 

二
七
六 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
十
七
日 

『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
十
七
日
条
（
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
）（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

496 

二
七
七 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
二
十
二
日
付
け
「
大
周
第
三
三
九
号 

神
饌
料
送
付
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
二
四
八
七
） 

497 

二
七
八 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
二
十
三
日 
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『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
二
十
三
日
条
（
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
）（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
） 

499 

二
七
九 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
末
頃
） 

「
銀
回
収
申
込
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

500 

二
八
〇 
（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
）
一
月
二
十
九
日
付
け 

「
ケ
シ
代
金
一
覧
表
」
（『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

501 

二
八
一 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
五
日
付
け 

「
ラ
ヂ
オ
受
信
機
修
理
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

502 

二
八
二 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
六
日
付
け 

「
庶
乙
号
外 

台
秤
修
理
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

503 

二
八
三 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
七
日
付
け 

「
西
出
第
三
号 

藁
工
品
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

504 

二
八
四 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
三
日
付
け
「
西
出
第
三
八
号 

藁
工
品
増
産
打
合
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
（
紙
背
「
決
戦
下
の
主
食
糧
勝
抜
く
為
に
大
切
な
馬
鈴
薯
」）」 

（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

505 

二
八
五 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
日
付
け 

「
西
農
第
四
〇
号 

甘
藷
緊
急
協
議
会
開
催
ノ
件
」
（
『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

508 

二
八
六 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
付
け 

「
西
役
号
外 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取
者
調
査
依
頼
ノ
件
」
（
『
参
考
書
綴 
拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

509 

二
八
七 

（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
三
月
十
二
日
頃
）「
ラ
ジ
ヲ
所
有
者
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

510 

二
八
八 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
三
日
付
け 

「
第
二
回
チ
ブ
ス
予
防
注
射
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

511 

二
八
九 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
三
十
一
日
付
け
「
庶
乙
第
二
六
号 

震
災
復
旧
用
鍋
釜
配
給
ノ
件
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
三
） 

512 

二
九
〇 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
七
日
付
け
「
指
定
衣
料
品
配
給
ノ
件
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

513 

二
九
一 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
九
日
付
け 

「
庶
乙
号
外
（
一
九
四
四
年
東
海
地
震
に
伴
う
共
同
炊
事
実
施
の
有
無
調
査
）」（『
参
考
書
綴 
拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

514 

二
九
二 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
十
日
付
け 

「
チ
フ
ス
予
防
注
射
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

515 

二
九
三 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
十
一
日
付
け 
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「
西
配
第
六
号 

□
風
呂
釜
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

516 

二
九
四 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
十
一
日
付
け 

「
西
配
第
七
号 

一
般
用
布
団
補
修
用
布
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

517 

二
九
五 
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
十
一
日
付
け 

「
庶
乙
第
三
号 

昭
和
二
十
年
度
種
痘
該
当
者
調
査
方
依
頼
ノ
件
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
） 

518 

二
九
六 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
二
十
六
日
付
け
「
庶
乙
第
五
一
号 

災
害
復
旧
用
風
呂
釜
配
給
ノ
件
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
四
） 

520 

二
九
七 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
二
十
九
日
付
け
「
磐
總
第
五
二
八
号 

償
還
年
次
表
送
付
方
ノ
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
八
四
六
） 

521 

二
九
八 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
「
昭
和
二
十
年
五
月
施
行 

国
民
登
録
指
導
員
之
証
」（
新
堀
自
治
会
文
書
近
代
一
五
） 

522 

二
九
九 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
～
七
月
十
二
日
『
震
災
後
袋
井
ヨ
リ
材
木
運
搬
人
員
』（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
二
） 

523 

三
〇
〇 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
十
一
日
付
け 

「
西
農
第
一
四
六
号 

家
兎
飼
育
者
及
飼
育
頭
数
調
査
ノ
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

527 

三
〇
一 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
十
五
日
付
け 

「
西
農
第
一
五
二
号 

立
秋
胡
瓜
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

529 

三
〇
二 

（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
）
八
月
三
十
一
日
付
け 

「
隔
離
病
舎
修
理
ニ
関
シ
人
夫
出
労
方
依
頼
ノ
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

530 

三
〇
三 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
三
日
付
け 

「
西
農
第
一
六
二
号 

甘
蔗
作
付
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

531 

三
〇
四 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
十
四
日
付
け 

「
聯
合
軍
進
駐
ニ
伴
フ
報
道
取
扱
要
領
ニ
関
ス
ル
件
」（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

533 

三
〇
五 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
十
四
日
付
け 

「
西
出
号
外 

藁
工
品
増
産
推
進
並
ニ
割
当
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

535 

三
〇
六 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
一
日
付
け 

「
西
農
第
一
九
九
号 

紫
雲
英
種
子
配
付
ノ
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

536 

三
〇
七 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
五
日
付
け
「
周
総
第
五
〇
四
号 

神
社
ノ
制
札
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
二
五
〇
八
） 

537 

三
〇
八 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
六
日
付
け
「
防
空
頭
巾
供
出
方
依
頼
ノ
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

539 

三
〇
九 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
九
日
付
け
「
庶
乙
第
一
〇
一
号 

震
災
関
係
出
役
人
夫
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
六
） 

541 

三
一
〇 

年
月
日
不
明
「
震
災
救
助
金
各
部
落
調
書
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
七
） 

542 



 

xviii 

三
一
一 

年
月
日
不
明
「
震
災
見
舞
金
寄
附
者
名
簿
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
八
） 

543 

三
一
二 

年
月
日
不
明
「
震
災
見
舞
金
及
罹
災
救
助
金
配
分
表
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
九
） 

544 
三
一
三 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
） 

浅
羽
常
設
委
員
『
昭
和
十
七
年
四
月 

土
木
費
出
納
簿
』（
抄
）（
浅
羽
自
治
会
文
書
四
一
〇
） 

545 

三
一
四 
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
三
十
一
日
付
け 

「
西
婦
第
一
号 

新
婦
人
会
結
成
ニ
関
ス
ル
協
議
会
開
催
ノ
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

547 

三
一
五 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
一
月
六
日
付
け 

「
西
農
第
二
二
九
号 
甘
蔗
作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
） 

548 

三
一
六 

（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
八
月
十
五
日
以
降
）
「
戦
争
終
結
後
ノ
覚
悟
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
五
〇
一
） 

549 

三
一
七 

（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
八
月
十
五
日
以
降
）
『
護
国
観
世
音
菩
薩
建
立
趣
意
書
』（
浅
羽
自
治
会
文
書
五
〇
七
） 

551 

三
一
八 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
二
日 

「
地
第
三
二
号 

国
家
神
道
神
社
神
道
ニ
関
ス
ル
聯
合
軍
總
司
令
部
ノ
指
令
ニ
基
ク
措
置
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
四
七
） 

556 

三
一
九 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
二
十
五
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
勤
第
一
八
八
号
（
臨
時
国
民
登
録
事
務
費
補
助
金
交
付
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
六
〇
） 

562 

三
二
〇 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
三
十
日
付
け
「
静
岡
県
指
令
庶
第
二
六
二
号
（
昭
和
二
十
年
度
工
業
統
計
費
補
助
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
六
一
） 

563 

三
二
一 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
九
月
九
日
付
け 

「
庶
第
一
一
八
二
号
（
神
社
の
社
格
神
饌
幣
帛
料
供
進
指
定
及
境
内
制
札
に
関
す
る
標
柱
な
ど
に
つ
い
て
）」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
六
一
） 

564 

三
二
二 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
月
一
日
付
け
〔
出
征
住
職
帰
還
・
未
帰
還
調
査
〕（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
六
三
） 

566 

三
二
三 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
月
三
日
付
け
「
庶
第
六
三
二
号 

昭
和
二
十
一
年
度
農
家
人
口
調
査
交
付
金
の
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
六
二
） 

567 

三
二
四 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
月
十
六
日
付
け
「
庶
第
七
二
八
号 

昭
和
二
十
一
年
人
口
調
査
交
付
金
の
件
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
六
三
） 

568 

三
二
五 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）―

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
『
仲
光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』（
浅
羽
一
色
自
治
会
文
書
近
代
四
七
二
） 

569 

三
二
六 

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
十
七
日
付
け
「
庶
第
二
三
四
号 
昭
和
二
十
一
年
度
人
口
動
態
調
査
交
付
金
に
つ
い
て
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
六
四
） 

577 

三
二
七 

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
七
日
付
け
「
庶
第
二
三
六
号 

昭
和
二
十
一
年
度
人
口
動
態
調
査
第
二
次
交
付
金
に
つ
い
て
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
六
六
） 

578 

三
二
八 

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
八
日
付
け
「
周
学
第
一
二
五
号 

宗
教
関
係
者
の
海
外
渡
航
に
つ
い
て
」（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
九
三
） 

579 

三
二
九 

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
七
月
三
十
一
日
付
け 

「
周
学
第
二
九
七
号 

宗
教
関
係
の
貴
金
属
使
用
許
可
申
請
手
続
並
取
締
に
つ
い
て
」（
久
努
村
近
代
役
場
文
書
宗
教
六
〇
〇
） 

580 

三
三
〇 

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
九
月
十
五
日
付
け
「
英
霊
に
捧
く
」（
梅
山
自
治
会
文
書
近
代
二
二
二
〇
） 

587 

三
三
一 

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
十
三
日
提
出
「
議
会
議
第
一
号 

原
水
爆
禁
止
袋
井
地
区
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
二
六
一
八
） 

589 

三
三
二 

年
月
日
不
明
（
昭
和
）
「
上
浅
羽
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
五
〇
五
） 

593 



xix 

三
三
三 

年
月
日
不
明
（
昭
和
）
「
袋
井
音
頭
踊
り
方
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
二
六
二
四
） 

595 

三
三
四 

年
月
日
不
明
〔
警
報
発
令
中
看
板
〕（
袋
井
図
書
館
発
見
資
料
） 

602 
三
三
五 

年
月
日
不
明
〔
婦
人
会
襷
〕
（
平
成
二
十
七
年
七
月
十
七
日
天
野
賢
二
氏
寄
贈
資
料
一―

二
） 

603 

参
考
史
料 

605 

三
三
六 

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
八
月
十
一
日
付
け
「
桑
苗
試
作
景
況
報
告
」（
山
科
村
戸
長
役
場
文
書
一
六
二
） 

606 

三
三
七 

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
六
月
一
日
付
け
「
慰
問
袋
募
集
趣
意
書
」（
八
深
見
区
近
代
役
場
文
書
六
七
四
） 

607 

三
三
八 

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
四
月
十
一
日
付
け
「
五
ヶ
年
倹
約
施
行
細
則
」（
浅
羽
一
色
自
治
会
文
書
近
代
四
六
七
） 

610 

三
三
九 

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
二
十
八
日
付
け
〔
紫
雲
英
等
種
子
購
入
希
望
取
纏
依
頼
〕（
八 

深
見
区
近
代
役
場
文
書
二
一
五
） 

613 

三
四
〇 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
六
月
十
三
日
付
け 

「
庶
第
二
六
四
号
ノ
一 

民
力
涵
養
ニ
関
ス
ル
活
動
写
真
フ
イ
ル
ム
筋
書
募
集
ノ
件
通
牒
」（
山
梨
役
場
文
書
五
〇
一
四
） 

614 

三
四
一 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
七
月
十
四
日
付
け
「
学
第
六
一
五
号
ノ
一 

東
宮
殿
下
御
渡
欧
実
況
映
画
観
覧
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
五
〇
一
七
） 

620 

三
四
二 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
二
月
十
四
日
付
け
「
学
第
九
三
四
号
ノ
一 

活
動
写
真
出
張
映
写
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
五
〇
二
三
） 

621 

三
四
三 

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
五
日
付
け
「
学
第
四
九
五
号
ノ
一 

民
衆
娯
楽
会
設
立
趣
意
書
配
布
ノ
件
」（
山
梨
役
場
文
書
五
〇
二
九
） 

624 

三
四
四 

年
不
明
十
二
月
五
日
付
け
「
世
界
的
大
魔
術
ノ
女
王
松
旭
斉
天
左
・
天
勝
一
座
ビ
ラ
下
券
」（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書
近
代
三
五
） 

628 

 

第
二
部 

解
説
編 

631 

「
衣
」
に
入
り
込
む
戦
争 

633 

一 

「
戦
争
柄
」 

635 

二 

物
資
不
足
と
衣
料
切
符 

635 

三 

千
人
針
・
国
旗
へ
の
寄
せ
書
き 

638 

四 

割
烹
着 

640 

五 

モ
ン
ペ 

641 

 

「
食
」
に
入
り
込
む
戦
争 

647 

一 

「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」 

649 

二 

日
常
の
食
を
知
る
こ
と
は
難
し
い 

654 



 

xx 

三 

見
舞
と
甘
味 

655 

四 

昭
和
戦
時
期
の
食
糧
難 

659 

 

生
活 
667 

一 

生
活 

歴
史
学
に
と
っ
て
最
も
難
し
い
テ
ー
マ
の
一
つ 

669 

二 

貯
蓄
、
そ
し
て
体
力 

674 

 

兵
の
見
送
り
と
帰
還 
679 

一 

兵
士
の
見
送
り
と
出
迎
え 

681 

二 

見
送
り
と
出
迎
え 

済
南
事
件
～
昭
和
十
二
年
頃 

682 

三 

儀
式
の
簡
素
化 

686 

四 

防
諜 

689 

五 

輸
送
力 

700 

 

松
尾
医
官 

705 

一 

「
成
紀
」
年
号
と
感
謝
文 

707 

二 

蒙
古
聯
合
自
治
政
府 

713 

 

石
油 

717 

 

肥
料 

723 

一 

肥
料
、
そ
し
て
化
学
肥
料 

725 

二 

化
学
肥
料
か
ら
緑
肥
へ 

726 

三 

そ
の
他
の
肥
料 

732 

 

養
兎 

738 

一 

日
本
近
代
養
兎
業
史 

739 



xxi 

二 

長
溝
の
養
兎 

740 

 
婦
人
会 

747 

 

戦
争
の
時
代
の
こ
ど
も
た
ち 

763 

 

ラ
ジ
オ 

773 

一 

日
本
に
ラ
ジ
オ
が
導
入
さ
れ
た
こ
ろ―

―

「
国
際
宣
伝
戦
の
新
鋭
武
器
」
と
な
る
ま
で 

775 

二 

村
で
の
ラ
ジ
オ
利
用 
779 

 

防
空 

789 

一 

空
襲
が
起
こ
っ
た
ら 

日
本
軍
の
防
空
思
想 

791 

二 

防
空
演
習 

796 

 

風
船
爆
弾 

805 

 

藁
の
戦
争 

811 

 

映
画 

823 

一 

昭
和
戦
時
期
の
映
画 

825 

二 

幻
灯 

834 

三 

戦
後
の
地
域
と
映
画 

835 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震 

839 

一 

戦
時
下
に
起
き
た
大
震
災 

841 

二 

袋
井
町
の
被
害―

―

『
袋
井
町
震
災
史
』
よ
り 

842 

三 

上
浅
羽
村
の
被
害
と
復
興 

844 



 

xxii 

四 

浅
羽
一
色
、
仲
光
寺
の
場
合 

850 

五 

長
溝
の
場
合 

853 

六 

届
か
な
か
っ
た
通
知 

856 

 

敗
戦
、
そ
し
て 

861 

一 

敗
戦
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ 

863 

二 

英
語
の
史
料 
865 
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